
かすかべハーモニープラン　市民評価（案）

資料５



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策１－（１） 　人権尊重の意識づくり

【目　　的】 　市民が人権への関心をもち、お互いを尊重できるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

効果的な啓発のため、意識の低い層などを把握し、学ぶ機会を提供できないか。 継続

B
ア．一次評価
に同じ

全般的には、一次評価に同じであるが、取組No.7「性的少数者の児童・生徒への
配慮」に関して、当事者への対応について述べられているが、小中学校であれ
ば、性の多様性や理解の充実が重要であると考えられる。

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

継続

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

ＳＮＳ、マスコミなどの影響や、人権や性の多様性に関する啓発の取組により関
心は高まっており、人権尊重の意識づくりに向け進んでいますが、人権課題につ
いての分かりやすい情報提供や講座を増やすなど、より一層の啓発の充実が必
要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
イ．一次評価
は不適切

「人権や性の多様性」→「人権や生き方の多様性」に修正提案
理由①性の多様性への理解啓発運動の弊害ともとれるような市民の意識変化が
一部であったため（例１）妊娠した女性に赤ちゃんの性別を聞くのを遠慮した。性
別の贈り物は自粛するなど。（例２）今の時代は「男らしさ」「女らしさ」より「中性」
が理想、という所感をもつなど。（性差はあっていい）
理由②マイノリティ当事者にとっては、世間から過剰に注目されることがストレス
になる場合もあるため。

見直し

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明
ご意見を踏まえ、一次評価を部分修正し、市民評価（案）としています。
なお、「性の多様性」という言葉は、第３次基本計画の中で使用している言葉を引用しているた
め、そのまま使用します。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

ＳＮＳ、マスコミなどの影響や、人権や性の多様性に関する啓発の取組により関
心は高まっており、人権尊重の意識づくりに向け進んでいますが、人権課題につ
いて、正しく、弊害のない情報を提供することや効果的な方法の検討など、より
一層の啓発の充実が必要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策１－（２） 　ジェンダー平等を推進し自分らしい生き方の選択を可能にする教育・学習の推進

【目　　的】 　市民が自分らしい生き方の選択ができるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

若年層の暴力や犯罪が増えている中で、学校教育において命の大切さを学ぶ、
実態を踏まえた人権教育が求められる。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

取組No.18「男女平等教育」という表記自体に違和感がある。「人権教育」「ジェン
ダーフリー教育」に統一する方向で

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

対象年齢の幅を広げて欲しい 継続

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

ジェンダー平等についての教育・学習への機会が充実し、また、相談体制を整え
つつあり、自分らしい生き方の選択を可能にする取組が進んでいます。ジェン
ダー平等の実現に向けて、更なる情報提供の充実や各種講座の受講機会を増
やすなどの取組が必要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

・ハーモニーの相談は、男性の相談枠が少なく、産業カウンセラーだと仕事の悩
み限定なイメージがあります。
・ジェンダー平等の定義（ex.性別を理由とした差別や機会の損失の解消）を入れ
たらわかりやすいかと。カタカナアレルギーが起きる人もいると思います。
男女平等とジェンダー平等のちがいは？
【事務局追記】「男女平等」が主に権利や待遇の平等を指すのに対し、「ジェン
ダー平等」は社会的に作られた性別役割分担や固定観念の解消をも目指す、よ
り広い概念とされています。

拡充

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明
「男女平等教育」「ジェンダー平等」という言葉は、第３次基本計画の中で使用している言葉を引
用しているため、そのまま使用します。表現方法や取組内容は次期計画にて検討します。

市民評価
案

（一次評価に
同じ）

ジェンダー平等についての教育・学習への機会が充実し、また、相談体制を整え
つつあり、自分らしい生き方の選択を可能にする取組が進んでいます。ジェン
ダー平等の実現に向けて、更なる情報提供の充実や各種講座の受講機会を増
やすなどの取組が必要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策２－（１） 　家庭における男女共同参画の推進

【目　　的】 　家族がともに協力して、家庭生活をおくれるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

「会社員」は会社側の男女共同参画の取組により浸透してくるが「自営業」は情
報を得る機会が少なく、「会社員」と「自営業」で意識の開きがあり、春日部市の
就業構造の偏りの中での意識改革の展開が課題と考える。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

継続

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

アンコンシャス・バイアスを払拭する家庭での役割分担の見直し支援講座などの
取組が推進されています。働きながら育児や介護を行う家庭がますます増えるこ
とが見込まれるため、適切な社会的支援の提供が必要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
イ．一次評価
は不適切

最も意識改革が必要な世代に意味が伝わるように、「アンコンシャス・バイアスを
払拭する」→「性別による役割の固定観念を相対化する」、「家庭での役割分担」
→「家庭での両性の存在価値」にポジティブワードに修正提案。
家事育児は男性がいなくても回るわけではないと認識してもらう。母親が外で働
きたい理由を、夫と共に科学する。
外で働くことのメリットデメリットの前に、母が抱えているもの（悩み）と対処法（働く
以外も選択肢に）を掘り下げなければ根本解決しない。

拡充

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明
アンコンシャス・バイアスの説明を第３次基本計画から引用して追記しています。
「家庭での役割分担の見直し」という言葉は、第３次基本計画の中で使用している言葉を引用し
ているため、そのまま使用します。表現方法等は、次期計画にて検討します。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

アンコンシャス・バイアス（性別役割分担の無意識の思い込み）を払拭する家庭
での役割分担の見直し支援講座などの取組が推進されています。働きながら育
児や介護を行う家庭がますます増えることが見込まれるため、適切な社会的支
援の提供が必要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策２－（２） 　働く場における男女共同参画の推進

【目　　的】 　市民が自分らしい働き方ができるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

拡充

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

夫婦がそろって育児休業を取ること（パパ・ママ育休プラス）や給付金など、働く
女性が増えている社会情勢の中で、取り組むべき施策を推進する必要がある。

拡充

B
ア．一次評価
に同じ

拡充

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

拡充

E
ア．一次評価
に同じ

女性のライフステージに合わせた支援、職場の理解を作る。 拡充

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

働く場における男女共同参画の取組は順調に進められていますが、アンコンシャ
ス・バイアスを払拭し、女性の仕事とキャリア形成への講習や啓発の取組を、より
一層、推進します。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

拡充

G
ア．一次評価
に同じ

拡充

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
イ．一次評価
は不適切

「女性の仕事とキャリア形成」→「男女問わず、仕事とキャリア形成」
「アンコンシャス・バイアス」→「性別に基づく過剰な期待若しくは一方的な配慮」と
修正を提案
男性でも、育児や介護・家事をしたい人はいるし、女性でも夜遅くまで働きたい人
（自立のためor経験をつむためなど）もいるため、「この人はどんな働き方をした
いか」ベースで見るべき。数値目標と、女性の出世希望は合っている？適正と
ニーズは別ものですが、どこでニーズを調査する？

継続

J
ア．一次評価
に同じ

拡充

施策の方向性
（今後の方向性）

拡充

説明
アンコンシャス・バイアスの説明を第３次基本計画から引用して追記しています。
「女性の就業・起業・キャリア形成」という言葉を第３次基本計画の中で使用しており、「女性の仕
事とキャリア形成」と言い換え使用しています。表現方法等は、次期計画にて検討します。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

働く場における男女共同参画の取組は順調に進められていますが、アンコンシャ
ス・バイアス（性別役割分担の無意識の思い込み）を払拭し、女性の仕事とキャリ
ア形成への講習や啓発の取組を、より一層、推進します。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策２－（３） 　地域における男女共同参画の推進

【目　　的】 　市民が地域活動に参画できるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

ＮＰＯだけでなく自治会の他、商店会や消防団などの地域団体の催しや防災へ
の取組を把握していく必要があるのではないか。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

「一次評価に同じ」で良いが、取組No.64、No.66については重要な取組と考える。

No.64（女性の参画を意識した防災講座の実施）
No.66（女性リーダー育成のための講座の実施）

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

拡充

E
ア．一次評価
に同じ

継続

施策幹事課
（市民参加推進

課）
一次評価

施策の評価
地域における男女共同参画が進んでいますが、ＮＰＯ団体など地域資源の把握
と活用について取組み、イベントやボランティア活動、支援サービスなどの協働を
進めていく必要があります。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

ＮＰＯとは何か？という説明が必要だと思います。市民活動団体とのちがいなど、
意外と知りません。市政との親和性もどう見きわめているのかなど。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価に
追記

地域における男女共同参画が進んでいますが、ＮＰＯ団体など地域資源の把握
と活用について取組み、イベントやボランティア活動、支援サービスなどの協働を
進めていく必要があります。また、さまざまな地域活動への関心と理解を深める
ことが重要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策２－（４） 　政策決定の場における男女共同参画の推進

【目　　的】 　男女がバランスよく政策決定の場に参画できるようにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

管理職や責任のある立場を求める女性は増えていると思うが把握する機会があ
ればよいと考える。また、審議会委員の推薦母体の分析などが必要である。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

取組No.73「審議会委員への女性の参画状況の把握」について、2年連続して「調
査」したとあるが、調査結果の分析と考察が必要では？引き続き、「調査を実施」
するだけでは不十分である。

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

（男女共に学ぶ）プレコンセプションケアを取り入れたキャリア形成

【事務局追記】プレコンセプションケア：女性やカップルが、将来のライフプランを
考えながら、健やかな妊娠や出産に向けて日々の生活や健康と向き合うこと
（春日部市ＨＰ「プレコンセプションケア ～思春期からの健康づくり～」より）

継続

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

男女がバランスよく政策決定の場に参画できるよう職業におけるアンコンシャス・
バイアスを払拭していく必要があります。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

全体的な趣旨には賛成ですが、長時間筋力を使う、長時間トイレに行けない等の
理由で女性に不向きな職種もありそうです。心身メンタルも大事なので、無理に
変えなくてもいいと思います。もしくは女性でも適応できるレベルの体制をとるな
ど。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価に
追記

性別の偏りが大きい分野の現状を分析し、市として問題を把握し明らかにし、男
女がバランスよく政策決定の場に参画できるよう、職業におけるアンコンシャス・
バイアス（性別役割分担の無意識の思い込み）を払拭していく必要があります。
また、ライフプランを踏まえたキャリア形成支援を推進する必要があります。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策３－（１） 　困難な問題を抱える女性への支援

【目　　的】 　だれ一人取り残されないやさしいまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

支援においては、まず「命が守られること」が重要である。 継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

継続

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

継続

施策幹事課
（福祉総務課）

一次評価
施策の評価

困難な問題を抱える女性を、行政とともに支援する民間団体等との連携に向け
ての取組が必要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

行政においては「中立性」「秘匿性」を保ち、自分が育った家や、現在の家族、職
場、所属歴のあるコミュニティや団体等、自分の背景が守られるような支援の在
り方を模索されたい。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価に
追記

困難な問題を抱える女性を、行政とともに支援する民間団体等との連携に向け
ての取組が必要です。また、命と尊厳が守られるよう支援する必要があります。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策３－（２） 　個人の様々な状況への配慮

【目　　的】 　だれも孤立させないまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価）
施策の方向性
（今後の方向

性）

A
ア．一次評価
に同じ

障がい者、１人暮らし、施設入所者、外国人などの情報難民を出さないようにす
ることが重要。
また、専門職（ＳＷ、ＰＳＷ、ＣＳＷ）の配置していくことも必要である。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

拡充

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

ホームページは見やすく、分かりやすい工夫 継続

施策幹事課
（福祉総務課）

一次評価
施策の評価

個人の様々な状況などへ配慮した支援に向けた分かりやすいホームページでの
情報提供や支援ネットワークの構築などの関係団体との協働をより一層推進す
る必要があります。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

個人の様々な状況などへ配慮した支援に向けた見やすく、分かりやすいホーム
ページでの情報提供や、必要な人に適切な方法で情報が届き、支援を受けるこ
とができるよう、支援ネットワークの構築などの関係団体との協働をより一層推
進する必要があります。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策３－（３） 　健康を脅かす問題への対策

【目　　的】 　市民が健康を実感できるまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

拡充

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

継続

施策幹事課
（健康課）
一次評価

施策の評価
高齢化が進展するなかで健康寿命の延伸にむけて、市民の主体的な健康づくり
や、互いに支え合えるネットワークの構築など、より積極的な支援が必要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

かすかべウォークやウォークマイルの取り組みとても良いと思います。長く生きる
ほど、身近な人の死を経験するので、乗り越える術が求められるかと思います。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

市民評価
案

（一次評価に
同じ）

高齢化が進展するなかで健康寿命の延伸にむけて、市民の主体的な健康づくり
や、互いに支え合えるネットワークの構築など、より積極的な支援が必要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策３－（４） 　男女共同参画の視点に立った防災対策

【目　　的】 　市民が災害時でも安全に安心して避難できるまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

これまでの被災地での情報を把握し、必要な防災備蓄について計画していく（トイ
レ・シャワーなども）。
また、防災を担う女性について、現場のニーズを把握していくために、第一線で
の活用を進めていくことが重要。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

拡充

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

拡充

施策幹事課
（危機管理防災

課）
一次評価

施策の評価
男女共同参画の視点に立った防災対策は進みつつありますが、消防吏員や消
防団員の女性比率の増加や、市民向けた男女共同参画の視点に立った避難所
運営などの防災にかかる啓発など、取組の推進が必要です。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
イ．一次評価
は不適切

「女性比率の増加」→「女性参入のニーズの理解」に修正を提案。
市民は「女性で大丈夫か、ちゃんと動けるか」と不安に思うので、なぜ女性が一
定数いた方が良い職種なのかをまず明示しないといけないから。
また、女性率のノルマを達成するための志願にしてはいけない（命がけの職種だ
からこそ）。男性並みの身体作りへのプレッシャーにならないでほしい。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

男女共同参画の視点に立った防災対策は進みつつありますが、女性の消防吏
員や消防団員の必要性への理解を進め、比率の増加へ向けた取組に注力する
必要があります。また、男女共同参画の視点に立った避難所運営や備蓄の検
討、市民向けの啓発など、より積極的な取組の推進が必要です。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策４－（１） 　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の防止及び被害者支援

【目　　的】 　ＤＶを防止できるまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

ＤＶ被害の影響や損失は大きいため、早期に発見し、対応していく必要がある。
また、ＤＶの加害行為は繰り返され、改善することが困難であることからも、対応
できる専門員の配置が急務と考える。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

継続

C
ア．一次評価
に同じ

拡充

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

拡充

施策幹事課
（人権共生課）

一次評価
施策の評価

ＤＶに対する認識が低いことは、加害者・被害者双方からもそれと気がつかず、Ｄ
Ｖを助長させる恐れがあります。ＤＶ防止啓発の取組を、より一層推進する必要
があります。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

家族は他人に見せない甘えが表出する対象ゆえに他人には気づかれないもの
です。加害者側も弱者である場合が多く（体験や認知のバイアス、愛着や発達の
特性など）。マニュアル上の正しさよりも加害者・被害者両方への対等な寄り添い
の技術が求められそうです。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

ＤＶに対する認識が低いことは、加害者・被害者双方からもそれと気がつかず、Ｄ
Ｖを助長させる恐れがあります。ＤＶとは何か、ＤＶによる生じる被害者の心身へ
の影響や損失、被害者・加害者双方の視点などを社会全体で考えることができ
るようＤＶ防止啓発の取組を、より一層推進する必要があります。



№

1

2

3

4

5

かすかべハーモニープラン（第３次春日部市男女共同参画基本計画）
男女共同参画推進審議会 市民評価（案）

施策４－（２） 　性犯罪・性暴力への対策

【目　　的】 　性犯罪・性暴力を防止できるまちにする

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

A
ア．一次評価
に同じ

成人においても、未だ職場・宴席などでのセクハラや、さらに性暴力となった事例
が多い。年少時からの教育が重要で、犯罪であるという意識を持てるようになる
必要がある。学校での教育のあり方を、把握したい。

継続

B
ア．一次評価
に同じ

「資料活用をはじめとした啓発」の部分がわかりにくい。資料活用とは何なのか、
資料活用の他の啓発の方法はないのか。

継続

C
ア．一次評価
に同じ

拡充

D
ア．一次評価
に同じ

継続

E
ア．一次評価
に同じ

国際セクシュアリティ教育ガイダンスに基づき進めて欲しい
【事務局追記】国際セクシュアリティ教育ガイダンス：国連教育科学文化機関
（UNESCO）などが提供する、生殖器官や妊娠についての知識の教育だけでな
く、性交、避妊、ジェンダー、人権、多様性、人間関係、性暴力の防止なども含め
た、年齢グループごとの「包括的性教育」の手引き（さいたま市ＨＰなどより）

拡充

施策幹事課
（くらしの安全課）

一次評価
施策の評価

性犯罪・性暴力の防止について、小中学校等で資料を活用した啓発が進められ
ています。また、性暴力を含む犯罪被害者を支援につなげていくため、犯罪被害
者支援総合的対応窓口を広く周知していく必要があります。



№

6

7

8

9

10

委員名 施策の評価（市民評価） 施策の方向性
（今後の方向性）

F
ア．一次評価
に同じ

継続

G
ア．一次評価
に同じ

継続

H
ア．一次評価
に同じ

継続

I
ア．一次評価
に同じ

義務教育で性教育をすること、性教育の中に、性的同意やリプロダクティブ・ヘル
ス・ライツの要素を織りこむことで、社会は確実に変わっていくと思います。
また、ハーモニー春日部での「ジェンダーと歌謡曲」や「誤解されやすい発達障害
とＤＶ」など講座において、男女の関係性や違和感について考えることができまし
た。

継続

J
ア．一次評価
に同じ

継続

施策の方向性
（今後の方向性）

継続

説明 ご意見を踏まえ、一次評価に追記し、市民評価（案）としています。

市民評価
（案）

一次評価を
部分修正

性犯罪・性暴力の防止について、小中学校等において発達段階に合わせた「生
命（いのち）の安全教育」の資料を活用した教育が進められています。
また、性暴力を含む犯罪被害者を支援につなげていくため、犯罪被害者支援総
合的対応窓口を広く周知していく必要があります。


